
漠　代　の　七　盤　舞　に　つ　い　て

林　　　　　謙

I　は　し　が　き

後漢代（A・D・25－220）の墳墓の飾りとして用いられた多数の画像石の浮刻は勿希美術

史の資料としての価値も大きいが、それよりも漢人の思想感情生活を如実に園解して当時の

文献だけでは了解し難い、さまざまの具体的な知識を与える点において吏骨貴重なものがあ

る。

近年中国における諸種の新建設に当って地中から発見された無数の考古学的造物のうちに

もかなりの数量の画像石があり、今後の発見に一暦の期待がかけられるようになった。中で

も1954年、山東省、折南から発見された50個以上の石の表現内容は特に豊富であると云わ釘し

ている。私はその全貌を知る機会にまだ慈まれていないが、紹介された1石に以蹄から心に

かけていた、ある舞踊の非常に好い資料を見出して思わす雀躍したのである。

その舞踊は当時非常に流行した‘七盤舞，と呼ぶ一種の曲蓼的舞踊（danse acrY）batique）

で、その舞態については漢人等の繋縛な記述よりも画像石の表現の方が却って直哉的具体的

ですらある。この舞踊を現わした画像石は従来3石一一1石は破れて2片となる－知られ

ていたが、新発見によって東に1石の好資料を加えたわけである。画像石に描かれた姿は、

胴に張りのある低い鼓状のものを数個並べた上または傍らで、或は逆立したり或は踊ったり

しているところを表現している。その様子に：如何にも奇異で漢人の好みそうな散楽趣味が横

溢している。ところで先人の中には、この姿を漠の杯盤舞に擬した人があるが、間違の斑状

のものについて、これを鼓であると断じた人は少ない。それと云うのも鼓の上で踊るなど1

云う重く常識を超えた行動に思い至らなかったからである。しかしこれが具して鼓であるか

香かは・漠以下の首文辞を吟味することによって自ずから明かになるわけである。原田滅人博

士はかつて漠の百故についての論説中にこれを堂舞と解したが、私も同詮であり、更にこの

鼓状のものを確かに鼓であると主張するのである。

この舞踊には7箇の盤状のもの（鼓）を羅列し舞人が踊りつ1、これを鳴らした1めに盤

舞、または七磐舞の名を得たのであるが、その流行が一一一時に終った1め、梁の沈約のような

博識の学者すら巳にこの舞踊の眞相を知らずに終った。唐の李善に至り盲文辞の正しい理解

によって、始めてこの舞踊に鼓を用いたことを云い当てたのであるが、その後今日に至るま
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でこの点は充分明かにされでいないのである。そこで私は浜以来この舞踊に関して述べられ

た文献を渉猟し、これを画像石の浮刻と柑比較してその屁相をたずね、同時にこの舞踊に、

この舞踊の名の起りともなったところの7箇の盤鼓射夏用したこと、その他この舞踊に関す

る若干の件についての私の最新の見解を述べたいと思う。

甘　漢魂等の詩賦より見た七盤舞

漠代lこ盤舞一一一h一紫字或融宰・螢・柴字℃つくる一一一と云う舞踊のあったことを記した現存

最古の史籍は梁の沈約の宋音楽志であって、この舞踊の沿革に関して殆んど唯一の典拠とし

て、l後代め諸寄に引用されている。同音に
1　　　　2

晋書有栖盤舞・公莫幾。史臣按、楢架舞今之奔世寧也。強衡舞聴云、「療七盤而従妹。」王

安七樺云「七架陳於廉廉。」近世史土讃延之云「避間的於欒扇。」鯉昭云、「七架起長袖O、」
3

菅以七架焉舞也㍉捜神記云了普天簾中、天下焉晋世琴、衿手以接楢磐、炭塵之。」此則漠

世惟有梓舞、而害せ加以楢、庁孝之一也。

と述べている。この詮の蹄後に不当のものがあることはとも角として来者が指摘しているよ

うに漠魂以来の詩斌等に盤を使って舞をなす異様なものがあったことが頻繁に描かれている

が、その盤の数は明記されたものは必ず7嵐であり、後漠の張衝の「舞駈」は：一名「七盤舞
4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

粗lと稔せられてコハるから、これら諸家の敬するところの奇妙な舞踊を七盤舞と呼んで差支

えないと、思う。

、しかし、その舞踊の有様について首文辞を、しらべてみるに、一つとして宋音の記述と符合

するところがない。宋書に従うと漠の圭舞も晋の栢架舞のように杯盤の嚢を手掌に載せて、

これを宙返えLにしつ1舞うものとしか思えないのに、漠魂の詩既ではみな堂を足でふみな

がら舞うものと解され、しかもその粟は杯翼の翼の意味にはとり‘錐く‘1稜の鼓のように感じ

1栢二ニ杯、柴二盤・砕。漢代の栢・盤の部は柴浪出土品によりしのぶことができる。漠代盤字の代りに

柴字を用いた実例は楽浪出土金文銅盤残片（東京芸術大学戴）の「操磐」その他、漆辞に多く見られ

る。謡原栄治、支那漢代紀年銘漆希図説（1943）参照0

2南貴書は芳世昌につくる。晋の杯柴舞「晋世寧」を宋・斉はそれぞれ「来世寧」「斉世昌」と更えた

ものであるu

3干賓捜稗記（七ト云∴大懐中、天下篤晋世寧之舞。其舞抑手以執杯粟、両年痺之0歌声晋世撃、舞杯翠0

反覆三危也、杯柴宿辞軋両名日晋世聾者、言時人筍且飲食之閲、而其知季吋及遠、郎器衣芋鮎」

」菜衡「舞蹴」を文選李貴社では「歴七盤而展蹄」の句を二ヶ所で「舞耽」とし、他の二ヶ所では「七

悪舞斌」とし、後落書章懐太子誼はこれを「七盤舞」としている。この駅はまた「鶴舞吼Iとも称せ

られ、今班女5片が残っている。

5初学記（十五）云「古之舞曲有七蟹舞。」餅字轍等（百一一）云、「七盤、叉舞名。豊盤適用。通典監舞

漠曲云云。」
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られるからである。このような鼓は漠塊晩豪の肝謂、堂鼓－・▼一般字或牲般字につくる一一一に

‥敦するものであることは殆んど疑いたく従って七堂とは七盤鼓の評であり、七重舞とは7

箇㍍l盤鼓を地r・こ並べて、舞人が足でこれをふみ鳴らしながら、舞踊し・たものであることは殆

んゼ疑いの敵地がないのである。・をれ故に唐の李尊も夷のように述べている。
1

般鼓之舞、載語無文。、以諸敬貫之、似雅人吏遊暗之、而馬舞鮎。古新威安楽宮韓日、「般教

頭茸、避馬紐解。」張衝七牽舞斌日、「環七盤而履蹄。」文月、千椴黄換以癖羅。」皇女七樺日、

′「七束陳於廣庭、魔人傭其斉侯。撥略袖以振策、疎丼足両帝蹄。邪睨鼓下、侃音赴節。安
II

勉足は徐撃、戯頓身而慣折。」寺蘭許馬首鹿田．「瀕華星以却路、楽勝病癖敬重。鼓震動而

不乱、離日綾而不弁。娩極鼓側、蝮蛇丹庭。輿這作七堪其蓬奏、或軽捷之要職。」義並周
3

一也。

これだけで殆んど、この磐舞の根幹は云い尽されたようなものであるが、な患漠貌以下の

凰豪の古画中から、、この舞踊に関するものを集めてその舞態をしのんでみよう。

▼先ず後漠の倖毅－和帝代の人一一一の「舞耽」（文選九引）に

於鼻、蹄節鼓陳、辞意自愛。道心無堰、遠思長想。

とあるのを李善は

言雅人蹄井以焉節。此鼓匪陳、政志意野旗。

と註しでいる。同し．欺は更に

於是合場、進達按攻而侯。埼材角妙奪容乃理。較態横出、塊要請起。汚般完蒜本鼓則騰清

臥吐哩唆粧劉告凱摘替行列、経営媚。彷彿神臥裡趨辣時。撃不敦舞完完本、鰐不

頓狂。翼爾悠往、闇復墳巳。及至廻身還入、迫於怠節。浮精巣脆、府税摩既。

とあって、このあたりには般鼓の井羅する様子は見られないが、居並ぶ明日牟略歯の美しい舞

女が般鼓の方を見て歌をうたうかと思うと忽ち身軽に数上を飛駐する有様を描写している。
4

なおこの舞踊に舞人が莱（または策）を用うるとあるが、その用途は不明ながら、これをも

って別に般鼓をうつのではないらしい。それを単に舞具として手に持つものと思われる。王

秦も「安かに足を勉げて以って徐に撃つ」と詠じ、下蘭も「垂足を振って以って邸に暗む…

‥・鼓震動して乱れず、足相続いて井ばす」と叙しており、その他の詩既も何れも幾人が足を

もって撃つとしか云わないし、侍毅もまた単に「撃ちて策を致さず」と述べでいるからであ

る。策が鼓に関係なければ自ずから停毅の攻句の「院みて址を輝かす」もまた李善の云うよ

1新成安楽官辞の作者年代未詳。同名の辞は巣の簡女帝にもある。妥柴官は湊官者。

2許昌宮敬一－寺蘭松先立ち魂の橡修にも同名の噺があ．る。許昌官は漠宮名。貌志によれば責初三年

（A D．222）正月に文帝が、青龍四年（A．D．236）に明野が行幸すとある。

3李者注文量（十七）停鼓舞耽註。

4失策同義、めどき或は審もの用の札。策は馬鞭の義もあるが、この舞踊には無関係。
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1

うに足で鼓をふむことの早いのを示していると解しなければならない。

攻に後漠の張衡一一安帝代の八一－に「舞概」一名「七懲舞斌」があり、今日その侠文数

片が環っている。その1片に

美人輿而脾舞、乃修容而改服。襲羅級而糀錨、申納経以自師。折讃歌其整列、磐井換以肝

薙。抗修袖以翳面〔今〕、展清聾而長歌。歌口、繁雄逝骨孤雌翔、臨帰風今恩故郷。揚織

煤面貫新、旗慣倍骨低昂。増芙蓉之紅華争、光的服部発揚。騰痔冒以顧汚、陣爛々以流光。

連紺緒繹、乍板宰箱。裾似飛鷲、袖如廻雪。（萄文顆衆引）

と叙している。これによって舞踊の始まる蹄に般鼓が相並ぶ様や、薄衣の舞女が唱歌しなが

ら種々の身振りをして舞う姿が眼に浮び上る。こ1ではまだ般鼓をふむ様子は見られないが・

やがて舞踊が高潮するに至る漣同じ既の1片である「七翼を庭で展に疎む」－この舞踊の

喪も特色を示した－舞態に進むのであろう。この句は惜しいことに前後の史を欠くがこの

1句の中からで振放をふむ様子ほよくわかる。．この既は始めに「盤薮換として以って併羅す」

と述べ、後に七盤をふむ様を叙している．ところからして、柴鼓の1群と七嚢との間に密接な

関係のあることを示している。従って七盤とは晩としての字数の制限から数字を省略したも
°

含

のと解すべきであることは云うまでもない。王衆の七樺でも亨蘭の既でも共に幾人が鼓をふ

む姿を描いてコハるが、七栗がその鼓に他ならないと云う感じがありありする。

張衝にはこの他「南都斌」C文選九引）に

結九秋之増傷、怨酋荊之折藍。

の句があり、李善は

折堂舞鋭。張衡有七盤舞風、成以折盤鶏七盤也。

と註し、またこの舞踊を詠じたものと解している。

また漠末の文士遵謀の「牽輩駄」（後漢書百十下、遵議伝引）にもこグン盤鼓らしいものを

詠じたものがある。押韻の関係から盤鼓を鼓盤としてコハるが、このような例は下記の陸機の

辞にも見えるところで詩既としてに珍らしいことではない3すなわち

爾乃清聴農妙技革。牧奇遇徹塾型。（註日、張衡七磐賦日、庭七盤而廃躊○）槻焉若醒撫叙

而歎。

とある。

1I撃不致災」については李善は矢のことば云うところはないが、衣句については「福鼓両足址不頓、

言避且疾也。」と解してV、る。－一方五臣証には「済（呂延済）日、諸相連撃動以春闘不待隠策也。身軽

便辞、足顕地不問顔見牽也。」と解するに止っている。

2寺蘭許昌宵眠の侠文は凡て7片あう。本文に掲げた李挙証文選に引くものL他に、この舞踊に施して

参考になるものに「進鼓舞之秘肢、経世俗而八徽コ興七盤之避奏、・‥」「或遅或遮、乍止乍旋。侶飛

鳥之迅疾、若翔龍之遊天。」（芸文恕索引）がある。
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以上の停毅・張衝・遵訳の後藻3豪が舞踊を・詠するのに特にこの七堂舞を択んだのを見て

も、後漠当時この舞踊が天下を風靡した名高いものであることがしのばれるのであり、宛も

これに呼応するかのように同時代の画像石にも、こ？舞踊を刻んだものが数例あるのもさこ

そと思われる？であ畢0これらの資料以外に七儲舞に関係あるかどうかは、とも角も漠末に

舞女塔其の史実が貌志の楊草伝に見られる。こ1には二建寒中、曹操の部将の曹洪が畳酒大会

を僅レた時に「女娼をして羅穀の衣を蓉けて鼓を晦まし」めたので－一座が皆笑ったのむ楊皐
1

は添寝の中で女を裸にするとは何事だと叱咤したと云う故事である。これははっきり七盤舞
I

とは明記されていないが、薮をふんで舞うと云う特異の風俗が漠の械ぶ直齢まで依然伝承さ

れていた事実を証明することになるであろう。一座が笑った原閑は勿諭、女娼を殆んど裸体

に近い滞衣の姿にして鼓をふませたと云うェpティツクな行動に向けられなければならない。

惜しいことにこの故罫以後、暗鼓の舞踊の存在を確証する史料は最早存しなくなった。後は

たゞ貌晋の詩賦に往々この舞踊が詠ぜられているのを知るだけで、眞実この舞踊の飴命が保

たれていたかどうかを確証するものはないのである。

魂の時代で李善の誼に引いた王衆の「七繹」の他に陣風王曹旭の「七啓」のうちにも盤鼓

を見出す。

然後妓人乃被文教之畢社、振経緯之諷細。戴（載）金播之爛耀（煤）、揚翠羽之隻勅。梯

流苛犠飛文、癒盤表敬積料。長裾（袖）随風、悲歌入雫。席操業飛、顧虚壊醜。汝（陵）

羅超環、晩埠渾震。’翔（剥）爾鴻義、職然鹿波。従軽噂以迅謡、ネ景追形而不達。飛聾激壊、

依董旨罵響。才捧栗神、形難為象。（文選十八、曹植七啓第六章）
2

曹栂・王秦二家の同時作の対応をなす七の辞の舞踊を語るのに、1つは懲鼓と云い、他は

七盤と称してコへるのは、張衝の般鼓・七態の語と併せて、これも亦同一の舞踊を意識して描

写したものであることが領かれる。その辞に輩衣を纏うて飛燕のように舞う美人の姿が浮び

上るように描かれている。そしてこの舞女も亦懲鼓をふみ歌を唱いつ1舞うようである0文

中「盤鼓を歴て襖として媛紛」の1句は張衝の「七堂を塵て展に蹄む」や「般鼓換として排

羅す」の2句を想い起させる。

攻に晋代の詩駅にも亡の舞踊のことが現われている。例えば陸機の楽府「日出東南隅行」

（一名羅激艶歌、文選十四引）に

l軍国志鋭意（二千五）橡阜俸茸、「大部（貌武帝）遣都謹啓供、禁超（馬招）等。粗等退深。洪置酒

大骨、令女娼著辟戴之衣賜鼓リー坐骨笑。卑属軍費洪日、男女之別解之大筋、何有於炭塵之中、裸女

人形培。錐集村之乱、不甚於比。遼層衣軋供等罷ゑ柴、請阜狸坐、粛然悍蔦。」

2管楯七啓序云「昔疲乗作七資、停毅作七激、讃衡作七群、應厨作七依。辟各美屠、余有義之苦。連作

七啓、井命王女作焉。」（文選引）これによって王秦の七釈と七膵とは対鷹をなすものであることを知

る0七とは七事を説く意であ．る0
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1

丹蜃合九秋、婿迩陵七阻，赴曲迅驚鴻、暗節如集鷲。

・とあるの現、いさIJかの巌いもなく美人が足をもって七磐ふみつ1楽の蘭をなす様を措いて

いるし、し⑯う1つ陸機の「七徴」（褒文野乗引）に

繊咋以逐節、頓略足於鼓蛸。節椚障以妖詔、著陵危之未安。

と云い、その中に鼓堂とあるのは上記の避課の既と同様、押韻の都合による磐鼓の文字の意

識的な転準であらう。この辞からも明かに美しい白い足が鼓磐の上に飛躍していハる様が想見

されるが、これと上述の盤鼓や七磐に関する諸辞と比較し、・またこの文体が七であることを
°

考えるなら蝶、この鼓栗を醇とr磐の2物に取竣うことの殆んど無駄なごとが感じられる。一

体「七」の・辞にはきまって燕事歌舞の‘ことを記すの功嘲となっているがヾ曹棺・．三条の七啓

・七釈が寒や七数に関係のある七製麺を遊べているのは偶然であったとし，でも曹栂・王餐ま

たはその先人が「七」．灯七磐舞をとり入れて以来、－′後世の「七」の作者が七数の囲線から好

んで七堪舞を描いたかも知れないのである。腫機の如きも少なくとも、・その1人であったろ

う0従って芋の鼓堂も曹櫓の磐井　同様の舞踊に関イしている′と見て好いと思う。同時にこの

文字の願倒も遵謀の鼓盤と同様、盤字は鼓の形容詞を示すもので数字の後に置いても好いと

解される。．

以上後漠から西晋までの諸文士－一倖毅・革街・通謀・曹植・王餐・寺蘭・陸機一一の詩

耽（と勝皐の故事）を通じて七盤舞が舞踊のうちでもとJわわけ人気のあったものであること

を知るのである。これらは単に詩斌上の記述であるので、この舞踊わ存番の確証とはし難い

けれど、漠魂の政牌の移譲、貌抑3家の年代、百厳の伝播性な－どを考慮把入れるときは＼漠

末の名舞が洗い事情もなしに親和に忽然沿えてなくなるとは到寒風われす、従って親和の詩

甥に詠ずるた宣ろ潔、当時の実頭であっ霊、鞠にあり勝ちな古風な描写ではないと判断し

たいの㌍あ各d魔概の時代では賓に四五十年の経過もあ、り、魂初と事情は少し遣うかも知れ

ずヽ当時におけるこの舞踊の存香について云うことはさし担えておきたい。・

ところが時代もいよいよ采等の採譜沈約の世檻接近するほど、単に詩兜の上だけに：呪われ

た七堂舞をもって、その舞踊の存布の証拠とするこ′とは攻解に危険になってくる。、と云うの

私後世の史象に「三代（宋・帝・梁）に歴任し、膏章を該悉して博物沿群」（梁寄十三沈約

伝）・こと事で駄せられた沈約すら、・七登舞を甚畑ノく誤解していることを思うときは、劉宋代

には巳にこの舞踊は全く廃れていたと考えて好い。従って沈約が栖盤舞に関して引用した確
9

りの諸家の詩聡の中、宋の飽町の「数詞」に「七磐長袖を起し、座下に歌鐘を列ぬ」とある

1奮唐音は杯柴舞を説く中に「斬袖陵七盤」の語があるム恐らく陸機のしこの欒膵の句を引いたものと思

われるが、舞の性質号、′ら云えぼ袖よ・り透の方が適切てあろう0°

2文選（十五）飽唱歌詩云「一身仕腸囲、家族満山東。二年敬啓駕、寮祭皆兵官oF三朝国産牽、休沐還
°　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　°

啓邦。四牡輝長路。梗葦若飛鴇。五侯相餞選、高倉集新凱六欒陳庭挙、組帳揚春風q七感起長袖、
．　　　　　　　　　　　　　　　　　°

綻下列歌鐘。八珍盈聯且、綺肴紛錯重。九族共暗遅、賓友申徴容。ナ載学無就、．羊官一瓢勘」
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿e
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ごときは長袖の舞人が七紫舞をなす様を詠じていでも、この詩が巧みに数字を按耕し五侯・
°

六楽・七整・八珍と云っているごとく、1つにはその時代の情況からして、，腰桶・匿関すると●　　　●　　　°

ころだけは少くとも当時の実事を述べたのではなく古風に詠じたまでに過ぎないと解したい

のである。尤も七磐を7堂鼓とせず7杯奥とすれば別問題である。

これと同じく沈約の引いた采の顔延之の「七繹」の辞に「難で巾排に勅放し、選に柴易
1

に閲囲たり」とあるのは最早本来の七磐舞とは関係のない舞踊を指しであり、文中の柴扇は
2

当時巾・潮・扁それぞれを手にして行う舞踊があったと手ろから対照上杯柴の紫を指したゞ

けのもので、これこそ沈約の杯架舞吋関係あるものと解される。

この‘ようにLで複如．－ら多分魂代にかけで流行し、漠魂晋3代を通じてしき中に詩既にも

詠じられた七翼舞せ、、いつしか世人から忘れ去られて劉朱や、蓬か接骨の詩敬よこせ往々七儲

わ文字を見出すこ基はあるけれども、それらは単なる詩敬の寡言でないときは・漠式の疇鼓の
3

舞踊より転、むしろ弄柴の位を指しているとしか思われないのである。

以上主として漠魂晋の詩既の詠するところ、この舞踊に関して或は盤黄と云い、或は七磐

と称するも、語は遣って葉これをもってする舞態玖殆んど変らず、何れもこれをふんで舞踊

すると云う最も特異な点における一一敦により、前週したように張癖の1「般鼓換以餅薙」「藤七

般而展蹄」の句が示すところの椴鼓の群と七盤との不離わ関係や、瞥棺・王餐わ姉妹篇中に

ユづは「七磐陳子鹿庭」他は「廃盤鼓焼結紛」の句が灰めかすところの同様の関係を思う1と

きは、いよいよ般とは懇鼓の略称に他ならないことを知り、その鼓を7筒並べて足でふんで

舞の節をなすのがこの舞顆の特質であって、決して沈約が課くような杯楽舞と放伝統的にも

何等の関係のない舞踊であることか了解されるのである。ヰし以上の詩歌を通じてこの解釈

を後漠の画像石だ・示すところと相対照するとき澱、、いよいよもって右の判断の托しいもので

あることを知り得るのであや、。

∬　起源　そ　の他　に　つい　て

後漠から多分塊代にかけて一時人気を接骨した七悪辣の起源はどこにあぐ恒何時頃から行

われていたのであろうか、この点については何一つ確かな賛料があるわけではないながら起

源や、この舞踊とどこかつながりがあるかも知れないことゞ哩．について二三述べてみよう。

1領延之、七繹云、’「怨後考甥接揮、荘限流涌。抗研歌以路駄揚塵袖而翳両。雑粉披於巾椀、‾逐間闇

乎柴扇。」（芸文慮変引）

2晋書音柴志云「公英舞、今之巾舞軋。宋書架志に雅舞準詞五凱杯製舞歌詞一策、（晋せ寧）、を載すり
°　　　　　　　　　°

これらの盤蹄は何れも末代に存してV、た。

3例えば発の張氏「河南国献舞馬胱應詔」の「雀躍梵集、鵠引鬼翔。折七琴之締約、陵九剣之畢場。Jや唐

の逸名氏「閉元字舞斌」の「八仲之羽麓繋骨、七燵之椅袖輯紛。」また近くはわが成鳥甲巳、「増水観月

記」の「更踊酒冷輿滑残、長袖呼韓舞七盤。」と記してV、るかどと毒である。
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1、七栗楚舞詮について

前年掲げた張街の「南都既」に

緒九秋之増愁、怨閉荊之折盤。

の句に対し、李尊は

苗楽府有醇九秋妾薄概行。歌辞日、「斉謳楚舞紛紛、歌牽上徹青等。」酉荊即楚舞也、折能

舞鋭。張衝有七発寒敬、成以折額環七脊髄。

と註し、張鈍く五臣註文選、舞斌註）も七磐を楚舞と解している。折粟が七僧と解樺できる

ならば、丙荊の語によって楚寒め系統らしくも思われるのであるが、しこれだけの註釈に握っ

て七懲舞を楚舞の系統を見、従って楚地方に起汝をもつ舞酢ごあると邦断して差支えないだ

ろうか0博識の李聾の解輝ながら私にはなお折盤と七磐（談）との間に何か結びつかないも

のがあるような気がしてならないのである。しばらく古人の楚舞詮を掲げるだけに止めてお

く。

2、西域影響の有無について

この舞踊の起源を漢人の好みそうな西域地方に求めるのも1つの英であるが、西域にその

原型らし．いものが一一寸見当らない。それ故むしろ西域伝来の百戯散楽の流行に伴い、舞伎に

おいても曲芸的所作をなすものが時好打投じたところから、西域由来の何かに塞いて創案さ

れた舞欄であると当分萄えておくのが妥当ではないだろうか。

3、出現年代について

この舞踊の出現年代については後漠代の荷には明文がないが、後漢人の1謙によると、折

漢代に巳に存したと云うものがある。すなわち「准甫子、修預訓」に

夫塙作舞酎F柔縦。而木無者、非紗勤。掩授済漸靡使然鮎

とあるのを後漠の高誘は

鼓舞即今懲舞者、言其環境梗僻姻擬神也。

と試しているわがそれである。「唯甫子」の鼓舞催1本鄭舞につくるが、何れにせよ註寂の

意見で揉当時の粟舞は骨湊代に存していたと云うことになる。以上の高誘の証は一どこまで信

じて好いか、今日となっては形からす、今鍔る資料からすると崩壊代に盤舞の記轟はなく、

後嘩以後ンこ諸家の凰詠が揃っていること齢かり灯油漠代にこの舞肝の萌芽があったにせりよ′、

なお云うに足らない樺度のものであり、後漢の初期に完成した舞踊であると考えて好いかも

知れない。

4、薬代巫親の七懲囲鼓について

薬代の巫餌の間に懲鼓のような鼓を7箇用いた記録t－もしこれが巫観の古い習俗であれ

ば何処かで、この舞蹄とつながりがあるかも知れないと思わせる1記錐が存している0それ

は梁の簡文帝の「呉郡石像碑文」である。この碑は名高い呉の石彿の由来を記したもので今
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l

日なお蘇州府にあると云う。‾その文中に、晋の建興先年＼具郡渇漢の漁人が海中に2人の像

が朝夕見えたり曙れたりするのを望んで海神で奉ろうと思いこみ、先ず巫概を招いて七鷹囲

（員）鼓を鳴らして盛唐の歌や東皇の曲を奏したけれども、所詮巫親ゐ斬り1では効を奏し得

ず、速に僧健のカによって漸く岸に引き上げることができたのが、すなわち2ネ石．俳であると
2

云う吟である。これは晋代の出来事としているけれど実は梁代の巫政の習俗の、一端を見るに

足る好資料と云うべきであろう。

7箇の牢固鼓をもって巫疎が発寒して海神の機嫌をとろうとしたと云うので姓なく、単に

7筒の鼓を用いて所険したに過ぎないとしでも、同形の鼓数の一致は七盤舞と巫疎の歌舞と

の間転何かつながりがあるかも知れないと思わせる。これが果して薬代の巫厩の用うる楽界

であり、このような鼓を7筒用うる習俗が案外古くから巫概の間に存したものを、漠代に俗

舞踊に取り入れて七懲舞を創成したものかも知れないと云う隠説も考えられなくもないが、

どうであろか。これと反対に、音の七撃舞に用いた7個の鼓が舞輝の廃れた後も民間の祭軍

などに用いられていたのが件の七梨園鼓であるとすれば話は別である。

Ⅱ　漠画像石に現われた七盤舞
3

今日七盤舞を表現したと認められる後漠代の雨像石は綿にも述べたように4石ある0

1、山東省嘉醇願、武氏拘、蹄石畳（武柴伺）第7石（1図）－桓帝一霊帝代

2ィ、同、武氏禍、左石皇帝3石（2囲）－桓席代

3、

i：：

恥僚堂（金石保存所）赦庚石

東某国立博物館（旧称葡宝博物鮮）

4、山東省、折甫出土石（4図）

l蘇州肺患（首四十一）、同増刊蘇州貯患（三十九）。，

2興部石像碑文云、「晋建輿元年莫西之歳、興部婁解界船江之下、読日雇腰、此盛者屠人、以漁者篤襲0

…蓬登海中、若二人像。朝硯沈浮、壌語感気J夕復訂晦、乍若潜火。敷長調篤泡碑、即興巫紀聞往所

供。七盤伺放免奏盛唐之歌、官蛛赦嫌痙上東皇之軋途風波駆吐、‾光景晦明、成匙湛河之怨、磁有葎

舟之恨、粕顧失色リ於此而返、…‥－＿＿！（芸文類麦・仝東女十匹日。英二石傭㌫現のことは壌恰紡、弘明

巣（八）。隋費長屋、歴代三賓記（三）。贋造宜、廉弘明集（十五）。集神州三賓感道銀（中）。綬高階

樽（十四）。唐鼓せ、法苑疎林（十三）。唐法琳、辟正論（三）。朱志磐、傭祀統旨己（三十六）。元念常、

偶弛歴代適載（六）等に見えるが、七盤剛毅わことは何れも記していない。

3武氏両石以下の国際は下記の諸啓参照。

丘＆Chavannes，Missionarch昌ologiquedanslachineseptentrionale（a）；閲野点、n某省k於

ける漠代の墳墓の表飾（b）；大村西旗、支那美術史彫租簡（C）；・Cheng Chen・tO，BuildingtheNew，

Uncoveringthe Old（ChinaReconstructs，Vol甘，No．6，Nov．Dec．，1954）、＝艶振輝、新種殻に

伴う考古学上の発見（関野雄謹），考古学雑観，Vol．XXXX，No4，1、955（d）。‾以下の数字はfig．の

数、l）＝（a）ⅩuX，104，（b）66，（C）147；2）＝（a）LIX，122，（b）80，（C）163；3）＝

（a）DXLI，1270，（b）111，150，（C）269；4）ご（d）10．
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′1図　式氏嗣前石電飾7石。左半分は婁蓬。

“工、第1石（王国）

武桐油石畳笛7石第3層に婁享の場面を刻してコハる。その中に舞夫－1男1女－が3

個の鼓状のもの1止にあって、工人（男）は倒立し、工人（女）は長袖をぴるがえして舞うノ形
1

を表わしている、。l傘石志はこの斑状のものを確とみなし、石索はこれを鼓でもなければ礎で

も凄く、草の嚢であクノ、2舞人の間に見える免状のものもまた舞掛－杯盤舞十⊥慣用うる
S

道具であると云っている。しかし、この杯紫舞とは晋晋の説くところのもので、酒杯の杯盤

と解釈したがために鼓状のもの1正体をさぐ摘、ね、藩に草葉と誤り、眞実酒宴用の杯礫ま

でも舞踊の用具と判断したのである。その当らないこと虹云うまでもない。

＿＿イ

：sd

2阿　武氏河左石筈屏3石。右半分は燕柴。

2、第　2　石（2図）

武氏褐左石宝等3石上潜右側には奏楽を、左側には舞原を刻している。こ1には鼓状のも

のが5個も数えられる。舞人3人一一何れも男一一一のうち2人は鼓上にあり、その1人は左

手に符牒のものをもち、別に同様のものをもつ11人を右に．表わしている。金石志は依然、こ
3

の憲巨状のものを石礎と称している。

3、第　3　石（3図）
4　　　　　　　　　　　5

博物館石と明倫堂（金石保存朗）石とはもと1石であったが2片に破れて今日は、遠く相

離れて別々に春希しているのである。この2片にわたって興味深い宴童の場面を刻して1ハる。

早には鼓状のものを2箇あき、長袖の舞女1人と、それに連る乳2人む畢レている0また

1畢洗・玩元、山左金石志（七）云、「節七石俸三暦、一人長袖起舞、南足立啓上。一一人両手梯礎、雨足

向上倒垂。其首一児横棒於上、中間一一盆、萱燕饗柴舞之窮也。」

2場裏鴇、石索云、「舞貴所踏非鼓、非夜、乃革喪也。併有盤孟「一具、亦舞所用。架府有杯磐舞詞。」

3山左金石志云、「俸三石、左定石礎五、－人横臥於硬、三人左右相向0」

4明治41年（王908）藤田信吾の抒ち帰ったもので、山東省嘉群解析近で獲得すると云う。

5宜枕元年（1909）羅正釣の記によると1本石（庚石）はもと酎丁？掬癖把．あったと云う0－

10



3図　二左石は国立博物館石。右石は明倫堂庚石。舞蹄の左右は秦柴宴塗を現わす。

少し由れた上方に全く同形の鼓状のものを前にして2女が各々手に梓を持ってそれを打たん

とする様子を描いている。衆人の群の傍らには1女が撃のような楽器を弾じているし、その

他に跳躍したり或は旬伏する男2人や、射手しつ1唱う女2人、その他の人物を配している。

4図　肝南H土石。左下隅は舞人、その右

の7盤鼓に注意。上竿は弄剣、殊唾、打

皮者等を現わす。

4、て筍　4　石（4区D

山東省、折甫願の漠某から1954年に．発見された50以上の圃像石の1筒で、満面に百戯宴享

奏楽を描いている。張衝の「西濱凰」等に叙述されて名高い百厳の絵巻をくりひろげたよう

な場面で弄剣、緑等、高短、発馬、幻術、敵軍等の攻々展開するうちに、敏状のもの7筒を

並べた傍らに長袖をひるがえして舞う人物の姿が見られる。図柄からしでこの鼓状のものと

舞人との間に関係があることが容易虹判断される。

，以上4石の他に、表現が稚拙で確勲とは云えないけれど、山東省鯉城願、才堂山禍の1石

5国　学堂頼嗣石。腺横位の左の誅をふむ

ものに臨書。



中の歌舞要事の場面に、散楽薯に姦羊づモー1甥事が足下に平翼状の鼓をふんでいるところを
1

刻んだものがある（5図）。これは他の4石と異なり足で鼓をふんでいても七粟の寒風をな

すものではないとしても、この石の刻まれた時代－A．‘D．100前後と云う一一には侍毅の

既により巳に償鼓の舞踊が存していたことだけは知ってあかねばならない0，この石には他に

3筒も同形の鼓が見出されるから、多分宙鼓の姿を刻んだも甲と見ることに誤りはないであ

ろう。たゞし問題の舞踊の賓料とすべきかどうかについては今しばらく疑問を喝してあくe
2

さてこ1に列挙した画像石の懲状の鼓は、‘この他、薙振玉蔵石の1にも見られるし、また
3

武氏禍後石室希2石・第4ご石に現われた要事の蹄後に立つ鼓も、柄と頭の師わを除けば重く

同形であることから、上記4石の舞蹄に現われた鼓状のものを虞実の鼓を表現したものと解

釈し「C、も、少しも無理視ないのである。近人の多くがこれを鼓であると気付かなかったのは、

常識的な立場から看過したからであって、漠魂の詩賦と充分対照しなかったからである0　も

はやこれらの詩歌の文義も凡そ明かとなり、その詠ずると．へこうに合致する甲像がある頻上柊、
1号、

詩既に見る七東と云い、嚢鼓と云うのは確かに7筒の翠状の政で奉くらニこ、聯軽癖畔酎
ヽl

箇7筒を地上に並べた鼓状のものは、確かに件ので箇の駕鼓ゐ1周且は基部を現わしたもめ

に布達ない午とが信じられるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　YVS
．・

このようにして（1）（2）（3X4）石の舞踊は七堂舞と感めて誤植’」と侍する、のであ卵草＼塞轟こ

の4両像と湊貌詩人．の詩既とを対照して異同をし転べてみよう。鼓¢数とし軸軽亘、ゐノほ

（4）の7宙であっ－C、他は何れも7数に活たない？塔樺図上ゐ制限からで拳、る去舞え草加c′

このように政が並んでいるの臥張衝の所謂「般鼓換助廟羅」‘め姿を細い車ものせ姿阜事

またその舞人を見るに詩既では常に女性を描いて高る如、画像融1）石1女i男、（2）石3男、

（3）石1女2男、（4）石1男？で、男性の舞人の存辞したことが明白である。この点は詩歌と一

致しな高が、思うに詩風の上では武舞を除き、一般に女舞女楽を好んで播く傾向があるから

の墓であろう。しかし詩歌では美人が長袖をかざすと云っているように、（1）（3）石には明かに

その如萱現われている。（4）石は男のようであるが長袖をひるがえして迅速な動作をする様を

よく措いている。

それから（2）石の左右の舞人の左手にとる梓状のものは：倍額や王条の所謂策であって、別に
°

これをもって鼓をうつものではないことは詩既を通じても知られる通りである。この3人の

異様な舞態は侍毅の所謂「浮騰農地、肘踊摩秩占」であり、三条の「駁頓身而慣折。」であり、

亨蘭の「振畢足以却宙、著婿籍両夜連。黄震動而不乱、足楯綬而不井。腕輪戯側、帽蛇丹庭。」

l（a）ⅩⅩVII，49，50；（b）17；（C）112。この石の散欒の中には橡堵伎（隼のぽV）があり、ChavanfleS

は誤って問題の麿鼓の男子を、この伎児の仲間に加えてV、る（（a）text；p．86）。また盤枕の鼓につ

いては金石轟以衆、注意した者はない。

2（b）218；（C）213．

3（a）17乳133；（C）153，154．
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の有様に努労し、正にこの舞踊の佳境に入ったところを描いたものと敵う。なお（1）の鼓上に

倒立するものは舞踊に輿を漆える道化師のようなものであろう。

このようにして、この画像が少しの疑いもなく七堂舞であることがわかれば、詩歌の女養

上でも同義であって、七翼と鷲敷の同義であることもいよいよ確かめられるわけである。載

鼓が決して堂と鼓の2物ではなく、磐状の教であることは画像が何よりも明証している。

（画像にはまた殆んど薮以外れ盤状ものに措いていないことも傍証の1つである。）

たゞ後に頗る問題は（1）この鼓の構造と皮質と、（21足で鳴らす音響的効果の程度について：ゞ

ある。常の鼓のような薄い革ばわでは足でふみ鳴らすに耐え得ないであろう。′と云って鼓面

を木質・金質とまで考え廻す紅も及ばない。画像の現わすところでは鼓所は上下に2両ある

らしいことが想像されるが、当時は鼓上に立っても堪えるだけの強敵な革を張ったものをこ

の舞踊に用いたのであろう。攻にその音響効果である。三軍を地に接した鼓の他面を足でふ

んで好い響きが生するとは思えないが。同様に置いて梓でうつ例は・他の画像石にも見られる

ことであるし、この舞踊の興味の中心は地上に並列する鼓をふみ狙って同時に．舞の節をも整

えると云う、散楽的な趣向におかれているから、足でふみ鳴らす音響的効具がや1下迫って

も好かったものであろう。

新中国の建設1作に附随する考古学的発見は今後もいよいよ多きを加えるであろう。七盤

舞に関する後漠の商像石の更に美事な新資料が発見されることを私たちは期待してやまない。

Ⅴ　む　　　す　　　び

後漠の詩人の詩歌に好んで措かれた七嚢舞は7箇の怒状の鼓、すなわち盤鼓を地に並べて

数人の男女の舞人がこれをふんで舞の節をなした曲芸的舞踊であって、当時の画像石の表現

するところもよくこれと一致している。梁の沈約がこの舞踊を手に杯盤を弄する杯盤舞と解

釈したのは全く誤りである。この舞踊の起旗については未だに明証はないが、前儀代にその

事芽が見られたにせよ、完成したのは後漠代であり、特に1世紀後年から2世紀代に流行し、

その曲芸的な舞態からして当時の人の愛好してや皇なかった西域起鹿の散楽の何かの感化が

あるかも知れないと思われる。

この舞踊のこと按続く魂普代の詩既にも往々見られ、魂初では倣然行われたと推定される

が、普代では遺風がなお存したかどうか確言できない。更に劉宋以後にあいては、たとえ詩

把にl詠ぜられることがあっても、それは最早言寺人の重言に等しいものであるとしか思われな

い。要するにこの舞踊は後漠に完成し魂代位まで流行し、その後は急激に衰微治敬したもの

と考えて好いのでたいかと思う。

附　　　　言　（了．）

奇術曲芸に心をひかれない子供は少いであろう。サーカスの楽の晋に．今もなお深い郷愁を

覚える私が漠代の百戯に憬倒しているうちに、ふと曲芸的所作をする七盤舞を見出して、す
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らかわ心を払かれたのも無理はない。百鼓のうち線種敵（竿のぼり）の恕瀕につい宅は先年

「散楽二考」（東洋音楽研究No・9，1951）で諭したが、七磐舞については、かつて小集会

で要旨を述べたゞけである。近年中国で新出土の画像石にこの舞踊の好い表現のあるのを発

見したのを機会に、手許にある未発表の草稿を吟味し、これを加筆増訂してまとめたのが本

稿である。（1956．2．20）

附　　　　言　（2）

本稿排即中たまたま入手した常任侠、中印蛮術因縁（上海1955．7）の「談中国的雑技」に

僅か48飴字であるが七柴舞の正体について私と同意見が述べられているのを見出したから－一

言紹介しておく。（3．13，初校の日追記）




